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大きく育て美咲の子ども　大地に優しく抱かれて

第5回美咲町議会報告会・意見交換会
27年度決算を認定
こんなことが決まりました
11議員が町政を問う

主な内容
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議員も町民も一生懸命にな
らないと住みやすい町にな
らない。

町民と議会の直接対話
　 119人から叱咤・激励     

8月23日〜25日に町内3会場（中央・旭・柵原）でそれぞれ昼間と夜の計6回開催しました。
会場で寄せられた意見とアンケートからのご意見の一部をご紹介します。

参加者の少ない報告会では意味がない。内容変更
を真剣に考えたほうがよい。

住民との対話を通じ、有意義で建
設的な意見は検討してもらいた
い。（アンケート）

現状の課題、問題点が聞けて意義があったと
思います。（アンケート）

貴重なご意見誠にありがとうございました
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町民と議会の直接対話
　 119人から叱咤・激励     

第5回
美咲町議会報告会・意見交換会

議会は議会基本条例の責務を
果たしていない。

議員の政治倫理について、もう少し強化する
ように取り組んでほしい。

議会は執行部の追認機関で
あってはならない。

議会は予算でなく決算をしっか
り審議してほしい。それを予算
に反映すべきだ。
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一般会計歳入歳出内訳
82
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歳入115億1,393万円
自主財源は約28億円　借金の返済に約21億円

（26年度比1.8％の増）

27年度歳入歳出決算報告

厳しい中にも  徐々に改善傾向厳しい中にも  徐々に改善傾向厳しい中にも  徐々に改善傾向厳しい中にも  徐々に改善傾向

歳　入
115億　　　
 1,393万円 

町税
13億2,144万円
（11.5％）

繰越金
9億970万円（7.9％）

その他（負担金、使用料など）
　6億869万円（5.3％）

地方交付税
（国からの分配金）
58億7,560万円
（51.0％）

町債（借金）
8億4,295万円（7.3％）

国・県支出金
14億2,287万円
　（12.4％）

その他（交付金など）
5億3,268万円（4.6％）

人件費
19億4,905万円
（18.3％）

補助金など
14億4,713万円
（13.6％）

繰出金（特別会計へ）
16億5,595万円（15.5％）

災害復旧事業
454万円（0％）

歳　出
106億　　　
　6,415万円 

その他
（物件費など）
26億6,642万円
（25.0％）

公債費（返済金）
20億8,739万円
（19.6％）

普通建設事業 8億5,367万円（8.0％）　　　
事業費
8億5,821万円

     自主財源24.7％

依
存

財源75.3％

必要経費9
2.0

％

投資的
経費8.0％
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監査委員はこう考える

［決算認定特別委員会委員長報告］
　平成27年度一般会計の実質収支は8億4,978万円の黒字決算となっている。しかし、前年度繰越
金を差し引いた単年度収支は8,006万円の赤字となった。
　町税の納付状況は、多額の未収金が報告されており、全体的な徴収率を上げて自主財源の確保
に努力を求めた。
　地方債（借金）の現在高は、121億6,920万円で前年と比較して10億9,487万円減少した。基金

（貯金）の残高は、66億9,557万円で前年と比較して2億2,994万円増加している。
　本町の財政構造を見ると、経常収支比率は依然として80%を超え、財政力指数も0.245に留まってお
り厳しい状況にあるが、実質公債費比率は12.1%と一時の危機的状況を脱して徐々に改善傾向にある。
　自主財源の確保と経常経費のさらなる抑制を図り、一層の健全財政への努力を求めて平成27年
度決算を承認した。

平成２7年度決算認定は　　　　 で可決全会一致全会一致

◆公有財産の活用
　効率的な行政サービスの提供を行うため、将

来を見据えた計画を構築した上で、適切な管
理・運営を行うこと。

◆公共施設の総合的な管理
　役場が所有する施設については、公共施設

総合管理計画を策定し、効率性を重視した
施策を展開すること。

◆指定管理者制度
　指定管理施設に関わる費用について、統

一した運用を図るため一括管理を行い、
格差是正を確実に行うこと。

◆行政部門の機構改革
　職員の意識改革と能力が十分発揮できる体

制を確保するために、組織機構の見直しを
逐次行うこと。

◆税の徴収体制一元化
　町税など自主財源確保のため、専門的な徴

収体制を確立させ、連携をとりながら一元的
に取り組むこと。

◆地域間施策の調整と統一
　旧町時代から続いている施策の見直しを行

い、本町独自の施策として統一した運用を行
うこと。
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ぶどうハウス等施設整備への補助金

棚田公園のトイレを洋式化

豪雨災害による復旧工事

地域の交流を活性化

補
正
予
算

地域おこし協力隊 の活躍に期待！！
９月５日～２３日まで定例議会が招集され　一般会計補正予算など48件の議案が上程されました。

◎
一
般
会
計
補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
の
総
額
に
７

億
７
，０
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５
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２
３
万
円

☆
国
庫
支
出
金 

６
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７
９
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円
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金

▽
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億
１
，０
０
０
万
円

☆
繰
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７
億
４
，５
６
２
万
円

【
主
な
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出
】

★
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金
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立
金 

４
億
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★
老
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福
祉
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，０
０
０
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円

★
農
業
振
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費

１
，１
１
４
万
円

★
道
路
新
設
改
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５
，０
２
９
万
円

★
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１
億
３
，８
３
４
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円

◎
特
別
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【
柵
原
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業
】

★
簡
易
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▽
１
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０
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中
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事
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簡
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▽
１
億
９
５
２
万
円

　町の特産物のひとつであるぶどうの付加価値
を高めるための補助金。
〔産地パワーアップ事業１,１１４万円〕

　大垪和西棚田公園のトイレを来訪者などが利
用しやすいよう洋式トイレに改修する。
〔観光管理費１０９万円〕

　平成28年8月29日に発生した豪雨によって発
生した農地・道路などの災害を復旧させる。
〔災害復旧費１億３,８００万円〕

　「通いの場」を開催する施設の改修費や備
品購入費を補助する。
〔地域交流活性化事業２,０００万円〕
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地域おこし協力隊員を募集 林業の担い手を支援

請
　
　
願

地域おこし協力隊 の活躍に期待！！
９月５日～２３日まで定例議会が招集され　一般会計補正予算など48件の議案が上程されました。

　町の情報発信などを担当してもらう地域おこし
協力隊を募集する。
〔地域おこし協力隊
活用事業６１９万円〕

　林業への新規就業者を募るため研修会や交
流会の開催などの総合的な取り組みを実施する。
〔林業担い手サポート事業１２５万円〕

9月議会
でこんなことが
決まりました

要
　
　
望

議 

員 

発 

議

教
職
員
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育
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を
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の
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善
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務
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国
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制
度

の
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担
割
合
を
２
分
の
１
に
復
元
」

な
ど
の
対
策
を
講
じ
る
こ
と
。

　

こ
の
内
容
を
強
く
求
め
る
意
見
書

を
日
本
政
府
に
対
し
て
送
付
し
た
。

教
職
員
定
数
改
善
と
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務
教
育

費
国
庫
負
担
制
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２
分
の
１
復

元
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た
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の
２
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１
７

年
度
政
府
予
算
に
係
る
意
見
書

採
択
の
要
請

岡
山
県
教
職
員
組
合
久
苫
支
部

　
　
　
　

支
部
長　

池
田　

香
織

　

子
ど
も
た
ち
の
教
育
環
境
を
充

実
さ
せ
る
こ
と
は
重
要
で
あ
り
、
賛

成
多
数
で
採
択
と
し
た
。

寺
の
上
川
の
改
修
と
深
山
ヶ
瀬
堰

水
路
の
改
修
に
関
す
る
要
望
書

美
咲
町
吉
ケ
原
自
治
会

　

会
長　

妹
尾　

知
興

深
山
ヶ
瀬
堰
水
利
組
合

組
合
長　

林
田　

輝
義

　

現
地
を
確
認
の
上
で
早
急
な
対
応
が
必

要
と
判
断
し
、全
会
一
致
で
採
択
と
し
た
。

仮
称
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ボ
ッ
ク
ス
の

設
置
に
関
す
る
要
望
書

寿
令
会
（
錦
織
西
老
人
会
）

　

会
長　

妹
尾　

伸
吉

　

地
域
交
流
の
場
所
づ
く
り
の
必
要
性

を
認
め
全
会
一
致
で
趣
旨
採
択
と
し
た
。

美
咲
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

助
成
等
に
関
す
る
要
望
書

美
咲
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

  

会
長　

影
山　

照
義

　
シ
ル
バ
ー
世
代
の
奮
起
に
期
待
を
寄
せ

な
が
ら
賛
成
多
数
で
趣
旨
採
択
と
し
た
。

公
共
工
事
の
早
期
発
注（
８
月
末
ま
で

に
80
％
）、社
会
基
盤
整
備
の
積
極
的

な
取
り
組
み
に
関
す
る
要
望
書

美
咲
町
建
設
業
協
会

会
長　

寒
竹　

伸
壽

　

要
望
の
内
容
に
沿
え
る
努
力
を
執
行

部
に
要
請
し
、
全
会
一
致
で
趣
旨
採
択

と
し
た
。
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総務常任委員会からの報告
総務常任委員会は、総務課、まちづくり課、情報交通課、税務課が所管する予算その他の案件について審議を
担当しています。
委員長／山本宏治　副委員長／形井　圓　委員／延原正憲、江原耕司、三船勝之、貝阿彌幸善の6人で審議し
ています。

島根県安
やす

来
ぎ

市
し

・江
ごう

津
つ

市
し

・邑
いい

南
なん

町
ちょう

を視察した

安来市との災害協定と飯
いい
梨
なし
地区の自

主防災組織
　美咲町は大規模災害時に安来市飯
梨地区住民の避難先に指定されてい
ることから、避難について協議すると
ともに、自主防災組織の活動状況な
ど確認した。
　この他、江津市の定住対策と公共
交通対策および邑南町の「日本一子
育て村」構想などを視察した。

委 員 会 の活動

【総務課】
防災ラジオを避難施設に配備

【まちづくり課】
岡山市と連携協約を締結

防災ラジオ購入の内容は。
停電に備え町内60カ所の避難施設に配備。
1台3,200円を予定。

連携中枢都市圏形成に係る連携協約の目的は。
岡山市周辺13市町村で構成する圏域全体の住
民が安心で快適な暮らしを営むことができる都
市圏を形成する目的の連携協約。

問 問
答 答

【情報交通課】
みさきネット機器の更新

【まちづくり課】
旭地域に分譲地５区画を計画

更新機器の内容は。
ケーブルテレビ送出系機器の更新に2,916万円。
中央地区サブセンター無停電装置6台の更新に
1,609万円。

過疎地域集落再編整備事業の内容は。
旭地域に定住促進団地整備として分譲宅地５区
画を計画している。

問 問
答 答

安来市飯梨交流センター
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民生・教育常任委員会からの報告
民生・教育常任委員会は、住民課、健康福祉課、こども課、福祉事務所、教育総務課、生涯学習課が所管する
予算その他の案件について審議を担当しています。
委員長／松島　啓　副委員長／金谷髙子　委員／林田　実、小林達夫、左居喜次の5人で審議しています。

高松市・宇治市を視察した

高松市高齢者居場所づくり事業	
　高齢者が集う場や、高齢者だけで
なく、子どもたちを交えた世代間交流
の場など、気軽に集える居場所の開
設を進めている。　

宇治市認知症アクションアライアンス
れもねいど
　誰もがふるさと宇治で自分らしく
尊厳を持って、認知症とともに生きて
いける「認知症の人にやさしいまち・
うじ」の実現に向けて取り組んでいる。

【住民課】
町営住宅

【福祉事務所】
高齢者黄福給付金事業

【健康福祉課】
介護予防地域交流活性化事業

【教育総務課】
義務教育学校

【こども課】
保育園臨時管理費

【生涯学習課】
旭町民センター

町営住宅は将来的に払い下げ
の方向性はないのか。
屋根がつながっている長屋タ
イプの住宅が多いので困難。
旭の一戸建てについては、今
後検討も必要と考える。

高齢者黄福給付金２,000万円
の減額は。
支給対象者を見直したための
もの。

介護予防地域交流活性化事業
2,000万円の追加は何か。
通いの場、事業実施のため集
会所などを高齢者向けに改修
する経費および備品購入費の
補助金。

義務教育学校の見通しはど
うか。
検討委員会での協議をいた
だきながら、検討していきた
い。

中央かめっこ保育園臨時管理
費１,000万円の追加は何か。
３歳未満の６部屋に床暖房フロ
ーリングタイプのものを設置
するため。

旭町民センター臨時管理費
２７７万円は何か。
空調設備の設計委託料およ
び町民センターのソファーの
購入。

問

問

問

問

問

問

答

答

答

答

答

答

宇治市議会会議室
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産業・建設常任委員会からの報告
産業・建設常任委員会は、上下水道課：産業建設観光課が所管する予算その他の案件について審議を担当して
います。	 	 	 	 	 	 	 	
委員長／下山和由　副委員長／岩野正則　委員／ 山　剛、松田英二、岡田　壽の5人で審議しています。

【産業建設観光課】
林業の新規就業者を支援

【上下水道課】
空き家に対する水道の対応

【上下水道課】
簡易水道予算の減額

新規に計上された林業担い手
サポート事業とは何をするのか。
林業の担い手を育成するた
め、新たに林業に就業・定住し
てくれる人材を支援し、林業体
験の研修会などを開催する。

住宅などへ新しく水道を接続す
る場合、工事に対する補助金は
あるのか。
給水新設工事費補助金が活用
できる。５０万円を超えた部分
の半分を補助する。

柵原北部と中央簡易水道で合わ
せて２億円を超える予算が減額
された。理由は何か。
簡易水道統合事業の期間が延
長されたため、国の補助がつか
なかった。来年度以降で事業を
継続し完了させる。

問 問問

答
答答

【産業建設観光課】
災害復旧に１.３８億円

【産業建設観光課】
飯岡滝谷池は全面改修に変更

【産業建設観光課】
ぶどうハウスに補助金交付

災害復旧の予算が１億３,８００万
円計上されているが、被害の状
況は。
８月２９日に発生した豪雨によっ
て農林関係２９件、公共関係１６
件の災害復旧が必要となった。

飯岡滝谷池の補強事業費２,５００万
円が全額減額されたのはなぜか。
部分的な応急処置を予定してい
たが、全面改修工事の早期実現
を求める地元要望がなされたた
め、当初の事業費を減額した。

産地パワーアップ事業の予算が新
規計上されたが、事業の内容は。
ぶどう農家が増加したことによ
り、ぶどうハウス５棟とぶどう棚
１基の補助金をＪＡつやまに交
付する。

問 問問

答
答答

越
お

智
ち

今
いま

治
ばり

農協の次世代を意識し
た循環型農業の展開を視察した
　愛媛県今治市の越智今治農協は、
農産物直売所「さいさいきて屋」を運
営。この施設の特色は、体験型農園
を整備して市民に農地の貸し出しを
行い、農業の担い手を育成し、そこ
で栽培された農産物を店舗で販売す
る次世代を意識した循環型農業が展
開されている。
　この他、西

せい

予
よ

市
し

の農事組合法人加
茂ファーム、内

うち

子
こ

町
ちょう

の特産物直売所フ
レッシュパークからりを視察した。越智今治農協市民農園

委 員 会 の活動
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【税務課】
滞納金の徴収

決算認定特別委員会からの報告
決算認定特別委員会は、議会が承認した予算が適正に執行されているかを確認するため、全ての課が所管する
決算について審議を担当しています。	 	 	 	 	 	 	 	
委員長／岩野正則　副委員長／江原耕司　ほか全議員を委員とする16人で審議しています。

〔中央地域の公共下水道は
　　　　　　平成２７年度で全ての施設整備を完了〕
◇事　業　名

◇事	業	年	度

◇処	理	面	積

◇処	理	人	口

◇管渠総延長

◇総	事	業	費

◇下水道加入率

【健康福祉課】
大所帯となった課の運営

毎年多額の滞納金が報告され
ているが、滞納を減らす工夫
を考えているのか。
岡山県滞納整理組合に町職
員を派遣し、徴収実績を向上
させていく。

３０人以上が所属する健康福
祉課の運営に支障はでてい
ないか。
班編成を執ることで事業の
統一、タイアップといった意
思の疎通を図り、スムースな
運営に努めている。

問 問

答 答

【教育総務課】
学校図書の購入費用

【産業建設観光課】
建設事業費の不用額

【産業建設観光課】
有害鳥獣駆除費の支払い

学校図書の購入費用が不均等
になっている。児童数・生徒
数による予算配分の考え方は
改めるべきである。
教科の中で図書指導をどの
ように関連させていくかと
いう考え方で取り組みたい。

予定されていた予算の内で
多額の不用額が報告されて
いる。今後、不用額を０にす
る努力が必要。
さまざまな理由で全ての予算
を使い切ることは難しいが、
できるだけ調整を図っていく。

猪や鹿などの有害鳥獣を捕獲
した際、駆除費の支払いが滞
っている。是正できないのか。
国費・県費については確定
しないと支払いができない。
町費の部分について概算払
いなどを検討したい。

問 問 問

答 答
答

執行部に対して意見を付す
《決算の評価を生かす工夫》
　実行された事業の効果を検証し、
課題と対策を洗い出した上で、次年
度以降の予算編成に反映させる工
夫を、町執行部全体の検討課題とし
て取り組み、各課における体制強化
を図られたい。

美咲町下水道事業計画図（中央処理区）

特定環境保全公共下水道事業

平成１０年度～平成２７年度　１８年間

１４７.５ｈａ

４,８７１人

８４.５８ｋｍ

７１億８,１２５万円

68％（平成28年3月末現在）
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議　長 294日
（町外・県外を含む）

副議長 161日
（町外・県外・国外を含む）

議員（14人） 平均150日
（町外・県外・国外を含む）

各議員によって異なりますが、表記の数字に各地
域行事への参加日数が加算されることになります。

議　長 31万5,000円

副議長 26万2,000円

常任委員長 24万6,000円

議　員 24万円

※表記の報酬に加えて期末手当を６月に1.45カ月分と12月に1.65カ月分支給しています。

※議会だより編集委員６人には年額４万円（委員長は５万円）を支給しています。

※議会選出の監査委員１人には、出頭日数×7,400円を支給しています。

※組合議会開催時には、各組合から費用弁償を支給しています。

◆他の市町村議会が支給している政務活動費・委員会手当などは支給していません。

項　　　目 金　　　額

議員人件費     6,155万9,574円

一般職員人件費     1,245万1,295円

経常管理費        704万5,539円
（議長交際費24万9,200円含む）

各種負担金（退職議員の年金など） 　 3,534万5,618円

合計   1億1,640万2,026円　
（一般会計に対して1.09％）

議 会 費 あれこれ
どれくらいお金がかかっているの？
議会運営にはこのくらいかかっています。

何日くらい活動しているの？
年間の活動日数です。

報酬ってどれくらい？
月額報酬は次のとおりです。

Q

QQ

A

AA
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ページ 議員名 質　　問　　内　　容

14 下山　和由 １．来年に迫る町長選挙に向けての決意は
２．農地付き空き家の転売促進策は

15 岩野　正則 １．ふるさと納税の取り組みは強化できたか
２．まちなか商店街の活性化策は

16 延原　正憲 １．民間路線バスの利用促進策を
２．相続人調査で税収の確保を

17 左居　喜次 １．災害時の応援協定連携拡充の考えは
２．どう講じるのか冬季の道路管理

ページ 議員名 質　　問　　内　　容

18 金谷　髙子 １．「新総合事業」美咲町の取り組みは
２．教育協力隊で町営学習塾はできないか

19 松田　英二 １．小・中一貫教育の基本計画の策定は
２．学校トイレは洋式化への移行が必要

20 形井　　圓 １．町が運行しているバスの見直しが必要
２．町政報告会の実施はできないのか

21 山本　宏治
１．町民の国際交流はどう進めるのか
２．「日本一」を目指すものはないのか
◇　美咲町特区制度の状況は

一
般
質
問
は
町
民
を
代
表
し
、
町
長
・
教
育
長
な
ど
に

　
　
　
　
町
の
方
針
や
施
策
を
問
い
ま
す
。

議
会
だ
よ
り
に
は
、

2
問
ま
で
掲
載
し
て
い
ま
す
。

掲
載
で
き
な
か
っ
た
質
問
は

◇
で
表
示
し
て
い
ま
す
。

ページ 議員名 質　　問　　内　　容

22 松島　　啓 １．日本遺産認定で地域の活性化を
２．『若者条例』制定で活躍の場を

23 岡田　　壽
１．地方交付税一本算定の財政と予測は
２．農業の根本対策は考えているのか
◇　生活保護法の活用を

24 小林　達夫 １．災害に備えてトイレの対策が必要

町
政
を
問
う



町政を問う
一般質問

質問

答弁

質問

答弁
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来年に迫る町長選挙に
向けての決意は

農地付き空き家の
転売促進策は

出馬の方向で検討していきたい

空き家バンク登録制度で適応

問　
平
成
29
年
に
は
全

国
多
く
の
自
治
体
で

首
長
、
地
方
議
会
議
員
選

挙
が
実
施
さ
れ
る
。

　
本
町
に
お
い
て
も
来
年

４
月
に
は
町
長
も
議
員
も

有
権
者
か
ら
の
審
判
を
仰

ぐ
こ
と
に
な
る
。

　
定
本
町
長
に
は
３
期
目

へ
の
挑
戦
と
な
る
が
、
出

馬
の
考
え
は
あ
る
の
か
。

　
本
町
は
合
併
後
10
年
を

経
過
し
、
少
子
・
高
齢
化

対
策
、鳥
獣
害
被
害
対
策
、

ま
た
小
中
一
貫
教
育
に
向

け
て
の
検
討
委
員
会
も
開

催
中
で
あ
り
、さ
ら
に
は
、

予
期
せ
ぬ
自
然
災
害
と
課

題
が
山
積
み
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た

事
業
の
総
括
、
新
規
事
業

も
念
頭
に
入
れ
定
本
町
長

も
意
欲
を
燃
や
し
て
い
る

よ
う
だ
が
、
そ
の
決
意
は

ど
う
か
。

答
定
本
町
長

　

町
民
皆
さ
ん
の
ご

支
援
が
あ
れ
ば
出
馬
の
方

向
で
検
討
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
る
。

　

持
論
と
し
て
は
、
ソ
フ

ト
事
業
、
子
育
て
支
援
、

高
齢
者
福
祉
、
ま
た
大
き

な
事
業
と
し
て
柵
原
中
学

校
の
建
て
替
え
も
考
え
て

い
る
。

　

ま
た
、
若
者
が
夢
を
も

っ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る

社
会
の
構
築
に
も
努
め
て

い
き
た
い
。

問　
本
町
も
空
き
家
バ

ン
ク
な
ど
で
移
住
者

へ
向
け
て
の
対
応
を
行
っ

て
い
る
が
、
農
地
の
転
売

に
結
び
つ
か
ず
周
辺
の
田

畑
は
荒
廃
し
て
い
る
の
が

現
状
で
あ
る
。

　
行
政
と
し
て
も
空
き
家

対
策
に
つ
い
て
有
利
な
制

度
で
取
り
組
ん
で
い
る

が
、
空
き
家
対
策
に
付
随

し
て
い
る
農
地
の
関
連
を

含
め
て
主
管
担
当
課
の
対

応
を
示
せ
。

答
畑
尾
ま
ち
づ
く
り
課
長

　

平
成
24
年
度
に
空

き
家
等
情
報
バ
ン
ク
制
度

を
設
置
し
て
お
り
、
現
在

登
録
者
数
は
２
１
９
人
い

る
。

　

町
と
し
て
も
農
業
委
員

会
に
対
し
農
地
権
利
取
得

の
下
限
面
積
に
つ
い
て
、

移
住
さ
れ
た
人
が
農
業
を

し
や
す
い
形
に
緩
和
で
き

る
よ
う
に
要
望
し
て
い
る
。

　

昨
年
８
月
空
き
家
等
情

報
バ
ン
ク
を
通
じ
た
空
き

家
に
付
随
し
て
い
る
農
地

に
つ
い
て
所
有
権
の
取
得

や
移
転
の
見
込
み
が
あ
る

場
合
、
所
定
の
様
式
に
記

載
し
て
提
出
す
れ
ば
１
筆

ご
と
に
審
査
を
し
て
地
番

指
定
を
行
う
と
従
来
の
下

限
面
積
が
緩
和
さ
れ
る
制

度
が
新
設
さ
れ
た
。

　

今
後
も
こ
の
制
度
を
活

用
し
て
空
き
家
の
有
効
活

用
を
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

下山和由 議員

議員は暑中見舞い・年賀状などの挨拶状を出すことが禁止されています。

農地付きの空き家もあります

みんなで投票 明るい選挙



町政を問う
一般質問
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議員が選挙区内にある者に対して、寄付をすることはいかなる名義でも禁止されています。

岩野正則 議員

ふるさと納税の取り組みは
強化できたか

ま
ち
な
か
商
店
街
の
活
性
化
策
は

小
さ
な
拠
点
づ
く
り
か
ら
始
め
た
い

返礼品を充実させ
効果が出ている

問　
ふ
る
さ
と
納
税
の

額
お
よ
び
返
礼
品
な

ど
に
対
す
る
取
り
組
み
に

対
し
て
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

答
木
谷
総
務
課
長

　
ふ
る
さ
と
納
税
の

今
年
度
実
績
は
、８
月
末
で

８
３
２
件
、
１
，
０
６
３
万

円
と
昨
年
を
大
き
く
上
回

って
い
る
。理
由
と
し
て
は
、

　

①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

掲
載
を
充
実
さ
せ
た
。

　

②
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
納
税
サ
イ
ト
を
つ
く

り
、
相
互
に
リ
ン
ク
を
張

る
よ
う
に
し
た
。

　

③
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済

を
取
り
入
れ
た
。

　

④
返
礼
品
の
内
容
を
２

品
目
か
ら
、
26
品
目
に
充

実
さ
せ
た
。

　

⑤
１
万
円
か
ら
２
０
０

万
円
ま
で
の
寄
付
に
品
物

を
チ
ョ
イ
ス
し
て
お
返
し

で
き
る
制
度
に
し
た
。

問　
町
内
で
６
次
化
産

業
に
取
り
組
む
事
業

者
へ
仕
事
増
加
の
対
策
を
。

答
木
谷
総
務
課
長

　

今
後
も
良
い
も
の
が

あ
れ
ば
ど
ん
ど
ん
掲
載
し
て
、

返
礼
品
を
充
実
さ
せ
た
い
。

　

ま
た
、
農
業
者
、
事
業

者
か
ら
製
品
の
お
知
ら
せ

が
あ
れ
ば
、
積
極
的
に
登

録
し
て
い
き
た
い
。

問　
空
き
店
舗
・
空
き

家
の
活
用
や
新
規
起

業
者
に
対
し
て
今
以
上
の

支
援
、
ア
ド
バ
イ
ス
が
で

き
な
い
か
。

　
ま
た
、
ま
ち
な
か
に
小

さ
な
図
書
館
、
学
習
研
修

セ
ン
タ
ー
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
ブ
ー
ス
、
子
育
て
お

よ
び
高
齢
者
の
交
流
室
な

ど
設
置
の
検
討
は
で
き
な

い
か
。

答
畑
尾
ま
ち
づ
く
り
課
長

　

現
在
、
町
内
に
あ

る
空
き
店
舗
を
活
用
し
て

事
業
を
開
業
す
る
場
合

は
、
空
き
店
舗
等
活
用
事

業
補
助
金
が
あ
る
。

　

今
の
と
こ
ろ
１
件
の
実

積
が
あ
る
が
、
さ
ら
に
周

知
の
徹
底
を
し
て
い
く
。

　

起
業
支
援
、
ア
ド
バ
イ

ス
も
取
り
組
み
を
進
め
て

い
き
た
い
。

　

地
域
資
源
の
活
用
の
推

進
は
美
咲
町
創
生
総
合
戦

略
の
基
本
目
標
の
中
に
揚

げ
て
お
り
美
咲
町
の
重
要

な
取
り
組
み
で
あ
る
財
源

確
保
も
検
討
し
て
進
め
て

い
き
た
い
。

答
定
本
町
長

　

総
務
省
が
小
さ
な

拠
点
づ
く
り
を
進
め
て
い

る
。

　

地
域
の
中
に
郵
便
局
や

商
店
が
あ
り
、
日
常
生
活

が
営
め
る
。

　

こ
れ
に
ひ
と
つ
乗
っ
て

み
る
べ
き
だ
な
と
思
っ
て

い
る
。

　

来
年
度
に
、
具
体
的
な

例
も
出
し
て
い
き
た
い
。

町政を問う
一般質問

質問

答弁

町政を問う
一般質問

質問

答弁

活性化が求められる商店街

充実したふるさと納税返礼品



町政を問う
一般質問

質問

答弁

質問

答弁
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議員は選挙区内の運動会やスポーツ大会への差し入れが禁止されています。

民間路線バスの
利用促進策を

相続人調査で税収の確保を

通学定期補助を
前向きに検討する

いろいろな調査で
収納確保に努める

問　
民
間
の
中
鉄
北
部

バ
ス
（
柵
原
地
域
高

下
地
区
～
津
山
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
）
の
利
用
が
低

迷
し
続
け
て
お
り
、
減
収

補
て
ん
の
た
め
１
，
０
０
０

万
円
超
の
補
助
金
を
近
年

負
担
し
て
い
る
。

　
一
方
で
、
津
山
市
と
共

同
運
行
し
て
い
る
星
の
ふ

る
里
バ
ス
（
柵
原
病
院
～

津
山
市
）
の
第
一
便
は
高

校
通
学
者
増
加
に
伴
い
今

年
度
か
ら
２
台
運
行
と
な

り
、
２
６
９
万
円
の
追
加

負
担
と
な
っ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
は
、
運
賃
格
差

が
２
倍
超
の
た
め
、
民
間

バ
ス
沿
線
の
住
民
が
共
同

運
行
バ
ス
の
停
留
所
ま
で

高
校
生
を
送
迎
す
る
事
態

も
発
生
し
て
い
る
。

　
こ
の
対
策
と
し
て
、高
校

生
の
通
学
定
期
を
助
成
す

る
制
度
を
導
入
す
れ
ば
高

校
通
学
家
庭
の
支
援
と
と

も
に
、民
間
路
線
バ
ス
の
利

用
促
進
が
図
ら
れ
、さ
ら
に

は
、２
台
運
行
が
解
消
と
な

れ
ば
、
財
政
負
担
も
縮
減

で
き
る
可
能
性
も
あ
る
。

　
早
急
に
対
応
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

答
定
本
町
長

　

民
間
バ
ス
へ
の
助

成
措
置
で
は
な
く
高
校
生

家
庭
へ
の
支
援
と
し
て
、

通
学
定
期
代
の
助
成
を
前

向
き
に
検
討
す
る
。

　

星
の
ふ
る
里
バス
の
運
行

に
つ
い
て
は
、
津
山
市
と
も

協
議
を
行
い
対
応
し
た
い
。

問　
相
続
人
調
査
が
困

難
で
固
定
資
産
税
な

ど
の
町
税
が
収
納
で
き
な

い
事
例
は
ど
う
か
。

　
収
納
確
保
へ
の
努
力
と

対
応
策
は
ど
う
か
。

答
遠
藤
税
務
課
長

　

相
続
権
放
棄
な
ど

に
よ
り
納
税
義
務
者
の
確

定
に
時
間
を
要
し
て
い
る

事
例
は
、
平
成
27
年
度
は

13
件
25
万
１
千
円
で
あ
る
。

　

相
続
人
調
査
に
つ
い
て

は
税
務
署
へ
通
知
を
し
て

い
る
資
料
で
調
査
を
行

い
、相
続
代
表
人
指
定
届
、

納
税
管
理
人
届
の
提
出
を

し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
町
内
に
相
続
人

が
居
住
し
て
い
な
い
場
合

は
、
戸
籍
・
除
籍
・
住
民

票
な
ど
を
取
り
寄
せ
て
相

続
人
を
探
し
出
し
て
い
る
。

　

固
定
資
産
税
に
つ
い
て

は
、
立
地
条
件
や
抵
当
権

の
設
定
に
よ
り
相
続
放
棄

を
す
る
場
合
が
多
い
。
相

続
放
棄
に
よ
る
物
件
の
売

買
は
経
費
の
回
収
が
難
し
い

が
、い
ろ
い
ろ
な
調
査
を
し
て

収
納
確
保
に
努
め
た
い
。

答
定
本
町
長

　

資
産
価
値
の
低
下

な
ど
に
よ
り
、
相
続
権
を

放
棄
す
る
事
例
の
増
加
を

危
惧
し
て
い
る
。

　

税
収
入
で
財
政
運
営
す

る
の
が
基
本
で
あ
る
の

で
、
町
税
の
収
納
確
保
に

努
め
て
行
き
た
い
。

延原正憲 議員

負担が大きい2台運行



町政を問う
一般質問

質問

答弁

みさき17

左居喜次 議員

災害時の応援協定
連携拡充の考えは

ど
う
講
じ
る
の
か

　
　
　
　
冬
季
の
道
路
管
理

効
率
よ
い
道
路
管
理
に
向
け

　
　
　
　
　
　
　
　
計
画
を
練
る

遠隔地と協力をしていく
ことも必要である

問　
災
害
時
に
お
け
る

本
町
と
他
の
自
治

体
、
企
業
と
の
連
携
先
、

そ
の
具
体
的
な
内
容
は
。

　
ま
た
、
自
治
体
間
の
連

携
拡
充
の
考
え
は
な
い
か
。

答
木
谷
総
務
課
長

　

防
災
協
定
あ
る
い

は
防
災
の
協
約
と
言
っ
た

も
の
は
、
合
計
で
14
件
取

り
交
わ
し
て
い
る
。

　

一
般
企
業
で
は
、
緊
急

時
の
人
命
救
助
、
道
路
交

通
の
確
保
、
公
共
施
設
の

機
能
確
保
、
応
急
生
活
物

資
の
調
達
と
安
定
供
給
、

災
害
対
策
施
設
へ
の
電
力

復
旧
の
早
期
対
応
と
い
っ

た
も
の
が
あ
る
。

　

公
共
機
関
、
自
治
体
間

で
は
、
災
害
時
の
応
急
対

応
、
情
報
交
換
、
双
方
の

体
制
整
備
、
連
絡
員
・
人

員
の
派
遣
、
資
機
材
・
施

設
の
提
供
な
ど
。

　

ま
た
自
治
体
間
の
連
携

で
は
、
岡
山
県
危
機
管
理

課
が
事
務
局
と
な
り
、
定

期
的
に
岡
山
県
災
害
時
相

互
応
援
連
絡
協
議
会
を
開

催
し
て
い
る
。

　

協
議
会
で
は
、局
所
的
、

大
規
模
災
害
を
想
定
し
て

応
援
先
を
決
め
て
い
る
。

答
定
本
町
長

　

拡
充
に
つ
い
て

は
、
離
れ
た
と
こ
ろ
で
協

力
を
し
て
い
く
こ
と
も
必

要
で
あ
る
。

　

議
会
も
、
相
手
を
探
し

て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば

知
ら
せ
て
ほ
し
い
。

問  

昨
年
度
、
凍
結
防

止
剤
の
散
布
機
を
リ

ー
ス
で
２
台
と
、
既
存
の

散
布
機
１
台
の
合
計
３
台

を
使
用
し
、
凍
結
防
止
対

策
を
行
っ
た
が
、
出
動
実

績
と
要
し
た
費
用
に
つ
い

て
地
域
別
に
機
械
・
材

料
・
労
務
費
と
分
け
て
示

せ
。

　
ま
た
今
年
度
の
積
雪
・

凍
結
防
止
対
策
は
、
ど
の

よ
う
に
講
じ
て
い
く
の
か
。

答
矢
木
産
業
建
設
観
光

課
長

　

平
成
27
年
度
の
地
区
別

の
概
要
は
下
表
の
と
お
り

で
あ
る
。

　

旭
に
あ
る
既
存
の
散
布

機
１
台
と
、
リ
ー
ス
に
よ

る
散
布
機
２
台
体
制
で
、

本
庁
、
旭
、
柵
原
総
合
支

所
の
担
当
職
員
で
凍
結
防

止
対
策
を
行
っ
た
。

　

労
務
費
に
つ
い
て
は
、

職
員
で
対
応
し
て
お
り
、

散
布
に
掛
か
る
も
の
と
し

て
の
特
別
な
支
出
は
な
い
。

　

ま
た
旭
地
域
で
74
万
6

千
円
の
除
雪
に
係
る
費
用

も
支
出
し
て
い
る
。

　

今
年
度
に
つ
い
て
も
、

昨
年
同
様
に
行
っ
て
い
く

予
定
で
あ
る
。

問　
散
布
に
つ
い
て
は
、

職
員
で
対
応
し
た
と

の
こ
と
だ
が
、
業
者
に
任

せ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
定
本
町
長

　

役
場
の
職
員
だ
け

で
は
な
く
、
経
費
が
安
く

済
む
よ
う
な
形
の
効
率
の

良
い
道
路
管
理
を
心
が
け

て
、
計
画
を
練
り
た
い
。

　

即
答
は
で
き
な
い
が
、

検
討
す
る
。

町政を問う
一般質問

質問

答弁

町政を問う
一般質問

質問

答弁

議員は病気見舞金を出すことが禁止されています。

準備が大切です

地域名 労務費 出動回数 機械費 材料費（散布） 材料費（配布）

中　央 職員対応 28回 49万1,238円
（リース料）

30万2,400円
（320袋）

38万5,884円
（397袋）

旭 職員対応 16回 既存散布機
で対応

25万5,150円
（270袋）

28万6,740円
（295袋）

柵　原 職員対応 28回 49万1,238円
（リース料）

25万5,150円
（270袋）

29万5,488円
（304袋）

合　計 職員対応 72回 98万2,476円 81万2,700円
（860袋）

96万8,112円
（996袋）



町政を問う
一般質問

質問

答弁

質問

答弁
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金谷髙子 議員

「新総合事業」美咲町の
取り組みは

教育協力隊で町営学習塾
はできないか

地域の実情に応じて活動する

英語に特化したものを
やってみたい

問　
本
町
は
平
成
29
年

４
月
か
ら
予
防
給
付

の
訪
問
介
護
・
通
所
介
護

が
新
総
合
事
業
に
移
行
し

「
地
域
支
援
事
業
」
も
見

直
さ
れ
る
。

　
①
町
民
向
け
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
作
成
は
。

　
②
介
護
予
防
な
ど
の
地

域
支
援
事
業
へ
の
取
り
組

み
は
。

　
③
地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
の
活
動
支
援
事
業

と
は
何
か
。

　
④
通
い
の
場
の
状
況
は
。

答
村
島
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
長

　
①
町
民
の
皆
さ
ん
に
ご

理
解
い
た
だ
け
る
よ
う
早

急
に
作
成
し
て
い
く
。

　

②
在
宅
医
療
・
介
護
連

携
を
進
め
る
た
め
に
久
米

郡
医
師
会
と
連
携
調
整
を

し
て
、
地
域
の
皆
さ
ん
が

療
養
生
活
を
ど
う
送
っ
て

い
き
た
い
の
か
一
緒
に
考

え
る
企
画
を
し
て
い
き
た

い
。

　

③
活
動
支
援
事
業
は
、

専
門
職
が
高
齢
者
の
改

善
を
助
言
す
る
な
ど
、
介

護
予
防
の
取
り
組
み
を

総
合
的
に
支
援
す
る
事

業
で
あ
る
。

　

通
い
の
場
が
始
ま
っ
た

ら
専
門
職
を
招
き
ア
ド
バ

イ
ス
を
得
た
い
。

　

④
平
成
29
年
度
に
25
カ

所
の
開
設
を
目
標
に
要
綱

づ
く
り
を
し
て
い
る
。

　

モ
デ
ル
事
業
を
３
地
区

で
行
っ
て
い
る
。

　

地
域
の
実
情
に
応
じ
た

活
動
を
し
て
い
き
た
い
。

問　
地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
中
で
教
育
協
力

隊
を
募
集
し
、
町
営
学
習

塾
を
開
設
し
て
い
る
町
が

あ
る
。

　
本
町
に
は
進
学
塾
も
少

な
く
、保
護
者
の
経
済
的
負

担
も
あ
る
た
め
、町
営
学
習

塾
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

答
柴
原
教
育
長

　

教
育
協
力
隊
に
何

を
し
て
い
た
だ
く
か
と
い

う
こ
と
が
重
要
で
あ
り
備

前
市
や
吉
備
中
央
町
な
ど

の
取
り
組
み
を
参
考
に
検

討
を
し
て
い
る
。

　

本
町
も
現
在
、お
か
や
ま

子
ど
も
応
援
事
業
を
活
用

し
て
３
地
域
５
カ
所
の
放
課

後
子
ど
も
教
室
を
開
設
し

て
宿
題
な
ど
を
す
る
家
庭

教
育
支
援
を
行
って
い
る
。

　

し
か
し
、
学
校
の
授
業

に
関
係
し
た
独
自
の
学
習

を
す
る
支
援
事
業
で
は
な

い
た
め
、
教
育
委
員
会
と

し
て
も
町
営
の
塾
な
ど
英

語
に
特
化
し
た
塾
の
開
設

な
ど
を
検
討
し
て
い
る
。

答
定
本
町
長

　

地
域
お
こ
し
協
力

隊
を
募
集
し
町
営
塾
と
い

う
形
の
も
の
を
つ
く
っ
て

い
き
た
い
。

　

英
語
に
特
化
し
た
も
の

を
や
っ
て
い
き
た
い
が
協

力
隊
が
集
ま
ら
な
い
と
き

は
外
国
語
指
導
助
手
に
も

協
力
を
お
願
い
し
て
い
き

た
い
。

議員はお中元やお歳暮を出すことが禁止されています。

楽しく学べるイングリッシュキャンプ

地域住民の自主的な活動「みいちゃんの家」
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質問

答弁
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松田英二 議員

小・中一貫教育の
基本計画は策定しないのか

学
校
ト
イ
レ
は
洋
式
化
へ
の
移
行
が
必
要

よ
り
よ
い
教
育
の
環
境
づ
く
り
に
努
め
る

検討委員会での協議を
優先させる

問　
学
校
教
育
法
の
改

正
に
伴
っ
て
、
小
・

中
一
貫
教
育
に
取
り
組
む

自
治
体
が
全
国
的
に
増
加

し
て
い
る
が
、
本
町
で
は

ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
る

の
か
。

答
柴
原
教
育
長

　

義
務
教
育
９
年
間

を
見
通
し
た
学
力
・
学
習

意
欲
の
向
上
、
中
１
ギ
ャッ

プ
へ
の
対
応
な
ど
地
域
の
実

情
に
応
じ
た
小
・
中
一
貫
教

育
の
取
り
組
み
が
全
国
的

に
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

本
町
で
も
「
旭
小
中
学

校
一
貫
教
育
研
究
会
」「
柵

原
地
域
学
校
建
設
検
討
委

員
会
」
な
ど
の
組
織

で
協
議
を
重
ね
て

い
る
。

問　
小
・
中
一
貫

教
育
を
成
功
に

導
く
た
め
に
は
小
中

学
校
教
職
員
の
連
携

が
不
可
欠
で
あ
る
。

　
備
前
市
教
育
委

員
会
で
は
、
市
内
全

中
学
校
区
で
小
・
中

一
貫
教
育
を
推
進
す

る
と
い
う
方
針
を
持

っ
て
基
本
計
画
を
策
定
し

準
備
を
進
め
て
い
る
。

　
本
町
で
も
基
本
計
画

を
策
定
し
た
上
で
、
保
護

者
や
学
校
教
職
員
に
協

力
を
求
め
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

答
柴
原
教
育
長

　

現
在
進
め
て
い
る

検
討
委
員
会
で
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
観
点
か
ら
協
議

を
進
め
て
お
り
、
保
護
者

や
地
域
住
民
の
意
見
を

細
や
か
に
吸
収
し
な
が

ら
具
体
化
さ
せ
て
い
く

こ
と
を
優
先
さ
せ
て
い

き
た
い
。

問　
全
国
の
自
治
体
で

は
、
学
校
施
設
の
環

境
改
善
を
積
極
的
に
進
め

て
い
る
。

　
主
に
は
教
室
へ
の
エ
ア

コ
ン
設
置
と
ト
イ
レ
の
洋

式
化
で
あ
る
。

　
本
町
で
は
、
平
成
23
年

度
に
小
中
学
校
の
各
教
室

へ
エ
ア
コ
ン
を
設
置
し
て
い

る
が
、
ト
イ
レ
の
環
境
は

旧
態
依
然
と
し
た
状
態
が

約
半
数
の
学
校
で
残
さ
れ

て
い
る
。こ
の
ト
イ
レ
の
環

境
改
善
に
対
す
る
要
望
を

聞
い
た
こ
と
は
あ
る
か
。

答
石
戸
教
育
総
務
課
長

　

要
望
の
内
容
と
し

て
は
修
繕
の
依
頼
が
多
い

が
、
確
か
に
洋
式
化
を
望

む
声
も
あ
る
。

　

今
年
度
で
柵
原
中
学
校

に
洋
式
ト
イ
レ
を
２
基
設

置
す
る
な
ど
順
次
対
応
し

て
い
る
。

問　
現
在
、
町
内
の
小

中
学
校
の
ト
イ
レ
環

境
は
グ
ラ
フ
の
状
況
と
な

っ
て
お
り
、
明
ら
か
に
学

校
間
に
格
差
が
出
て
き
て

い
る
よ
う
だ
。

　
今
後
、
学
校
ト
イ
レ
の

洋
式
化
に
向
け
て
取
り
組

む
つ
も
り
が
あ
る
か
。

答
柴
原
教
育
長

　

子
ど
も
た
ち
が
よ

り
良
い
教
育
を
受
け
る
と

い
う
観
点
か
ら
も
当
然
格

差
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

　

施
設
な
ど
の
物
的
環

境
、
教
職
員
な
ど
の
人
的

環
境
に
も
配
慮
し
て
子
ど

も
た
ち
の
環
境
づ
く
り
に

努
め
て
い
き
た
い
。

町政を問う
一般質問

質問

答弁

町政を問う
一般質問

質問

答弁

議員はお祭りへの寄付や差し入れが禁止されています。

旭小

中央中

中央小

旭中

柵原東小

柵原西小

加美小

柵原中

洋式
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町が運行しているバスの
見直しが必要では

町政報告会の実施は
できないのか

それぞれの内容の評価と
見直しを行っていきたい

町政懇談会を１１月に
計画している

問　
本
町
は
、
支
所
間

バ
ス
、
福
祉
バ
ス
を

運
行
し
て
い
る
が
、
１
人

や
２
人
だ
け
の
乗
車
、
ま

た
は
空
車
で
走
っ
て
い
る

状
況
を
よ
く
見
か
け
る
。

　
本
町
で
は
、
黄
福
タ
ク

シ
ー
制
度
を
全
国
に
先
駆

け
て
実
施
し
て
お
り
、
こ

の
制
度
を
利
用
す
れ
ば
玄

関
ま
で
送
迎
し
て
も
ら
え

る
。

　
こ
の
制
度
の
方
が
バ
ス

よ
り
便
利
が
良
い
の
で
は

な
い
か
。　

　
財
政
状
況
が
厳
し
い
中

で
、
こ
の
事
業
の
み
な
ら

ず
全
て
の
事
業
効
果
を
再

点
検
す
る
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。

　
公
共
交
通
の
経
費
の
実

態
を
示
せ
。

答
光
嶋
情
報
交
通
課
長

　

町
内
を
運
行
し
て

い
る
支
所
間
バ
ス
、
福
祉

バ
ス
は
大
き
く
６
路
線
あ

る
。
そ
れ
ぞ
れ
運
行
ル
ー

ト
を
決
め
各
大
字
単
位
を

無
償
で
約
32
ル
ー
ト
運
行

し
て
い
る
が
、
誰
も
乗
っ

て
い
な
い
バ
ス
も
あ
る
。

　

経
費
の
状
況
は
表
の
と

お
り
で
あ
る
。

　

一
方
、
黄
福
タ
ク
シ
ー

は
、
利
用
者
が
大
幅
に
増

え
本
年
度
は
３
万
人
を
越

え
る
見
込
み
で
あ
る
。

　

今
後
に
つ
い
て
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
内
容
の
評
価
と

見
直
し
を
行
っ
て
い
き
た

い
。

問　
「
町
へ
要
望
し
て

も
、
な
か
な
か
回
答

が
な
い
」「
要
望
に
対
す
る

事
業
が
予
算
化
さ
れ
て
い

て
も
実
施
さ
れ
て
い
な

い
」
と
い
う
声
を
聞
い
て

い
る
。

　
要
望
書
の
提
出
が
あ
っ

た
と
き
は
、
即
現
場
を
確

認
し
て
早
急
に
回
答
を
す

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
ま
た
、
議
会
報
告
会
を

実
施
し
て
い
る
が
、
町
民

の
皆
さ
ん
か
ら
の
発
言
の

大
半
が
町
政
お
よ
び
町
長

に
対
す
る
要
望
で
あ
っ
た

と
思
う
。

　
町
民
の
皆
さ
ん
の
意
見

を
素
直
に
聞
き
、
そ
れ
を

行
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め

に
も
町
政
報
告
会
を
実
施

す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
木
谷
総
務
課
長

　

地
域
か
ら
の
要
望

が
あ
れ
ば
、町
長
自
ら
地
域

の
会
議
を
訪
問
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
地
域
か
ら
の
要

望
に
つ
い
て
は
町
長
の
閲

覧
後
、
担
当
課
へ
渡
し
担

当
課
か
ら
回
答
し
て
い
る
。

　

町
政
懇
談
会
に
つ
い
て

は
、11
月
に
町
内
３
会
場
で

の
開
催
を
計
画
し
て
い
る
。

答
定
本
町
長

　

町
政
報
告
会
に
つ

い
て
は
各
種
団
体
へ
講
演

な
ど
に
呼
ば
れ
、
年
に
数

回
出
向
い
て
い
る
。

　

要
望
現
場
に
つ
い
て

は
、
あ
る
程
度
要
望
が
溜

ま
っ
た
ら
地
域
を
見
回
っ

て
い
る
。

形井　圓 議員

議員や後援会が有料の挨拶広告を出すと処罰されます。

開催が待たれる町政懇談会

支所間バス 福祉バス 合　計

旭 地 域 ６３１万円 ７３２万円 １,３６３万円

中央地域 ６６０万円 ６８０万円 １,３４０万円

柵原地域 ６２２万円 ６３７万円 １,２５９万円

合　　計 １,９１３万円 ２,０４９万円 ３,９６２万円
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山本宏治 議員

町民の国際交流は
どう進めるのか

「
日
本
一
」を
目
指
す
も
の
は
な
い
の
か

各
種
の
計
画
策
定
時
に
検
討
す
る

２月ごろに募集を考えている

問　
本
年
も
国
際
交
流

で
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
に
中
学
生
の
短
期
留
学

を
行
っ
た
が
、
一
般
の
人

た
ち
の
交
流
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
、
今
後
の
予

定
と
経
緯
な
ど
を
示
せ
。

答
畑
尾
ま
ち
づ
く
り
課
長

　

国
際
交
流
は
平
成

24
年
度
か
ら
中
学
生
の
短

期
留
学
制
度
と
し
て
実
施

を
し
て
い
る
。

　

昨
年
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
か
ら
も
初
め
て
調
査

団
を
招
き
友
好
関
係
も
確

実
に
進
展
を
し
て
い
る
と

考
え
て
い
る
。

　

一
般
の
人
た
ち
の
交
流

事
業
は
本
年
４
月
に
要
綱

の
整
備
を
行
っ
た
が
周
知

が
十
分
で
き
て
い
な
い
。

　

今
後
は
町
民
の
皆
さ
ん

に
制
度
を
お
知
ら
せ
し
て

十
分
理
解
を
し
て
も
ら
う

よ
う
に
周
知
を
徹
底
す
る
。

　

ま
た
、
実
際
に
行
っ
て

多
く
の
皆
さ
ん
が
交
流
で

き
る
よ
う
Ｐ
Ｒ
し
、
子
ど

も
た
ち
の
募
集
に
併
せ
て

募
集
が
で
き
る
よ
う
検
討

を
進
め
て
い
る
。

答
定
本
町
長

　

今
年
度
、予
算
計
上

を
行
っ
て
い
る
。

　
今
後
、町
民
の
皆
さ
ん
に

Ｐ
Ｒ
も
十
分
に
し
、募
集
を

か
け
て
い
き
た
い
。

　
２
月
ご
ろ
か
ら
募
集
を

考
え
て
い
る
が
、
い
ろ
い
ろ

検
討
を
し
た
い
。

問　
委
員
会
で
視
察
を

行
っ
た
各
自
治
体
で

は
、
日
本
一
を
目
指
し
た

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
な
ど

ア
イ
デ
ア
で
地
域
お
こ
し

に
全
力
で
努
め
て
い
た
。

　
世
界
に
羽
ば
た
く
元
気

な
美
咲
町
に
日
本
一
を
目

指
す
良
い
ア
イ
デ
ア
は
あ

る
の
か
。

答
畑
尾
ま
ち
づ
く
り
課
長

　

日
本
一
の
冠
を
つ

け
た
時
に
は
、
そ
の
方
向

性
に
向
か
っ
て
や
っ
て
い

く
こ
と
が
一
番
大
事
だ
と

考
え
る
。

　

ど
の
よ
う
な
形
が
よ
い

か
知
恵
を
絞
っ
て
、
こ
れ

か
ら
取
り
組
み
を
進
め
て

い
き
た
い
。

答
定
本
町
長

　

た
だ
単
な
る
キ
ャ

ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
だ
け
で
な

く
教
育
一
貫
な
ら
日
本
一

を
目
指
し
振
興
計
画
も
立

て
て
い
る
。

　

肉
付
け
を
し
な
が
ら
納

得
の
い
く
政
策
を
考
え
た

い
。問　

英
語
力
を
強
化
さ

せ
る
た
め
の
イ
ン
グ

リ
ッ
シ
ュ
キ
ャ
ン
プ
を
町

内
で
実
施
し
た
が
、
日
本

一
の
キ
ャ
ン
プ
は
で
き
な

い
の
か
。

答
柴
原
教
育
長

　

故
郷
を
愛
す
る
日

本
一
、
挨
拶
で
き
る
日
本

一
な
ど
教
育
振
興
計
画
を

策
定
中
で
あ
り
、
イ
ン
グ

リ
ッ
シ
ュ
キ
ャ
ン
プ
を
含

め
十
分
に
検
討
を
し
て
い

き
た
い
。

町政を問う
一般質問

質問

答弁

町政を問う
一般質問

質問

答弁

後援会が花環・香典・祝儀などを出すと処罰されます。

キャッチフレーズは「日本一」

みんなで仲よく国際交流
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日本遺産認定で
地域の活性化を

『若者条例』制定で
活躍の場を

認定基準が厳しく研究が必要

若者に焦点を当てた
施策を考えたい

問　
文
化
庁
は
、
平
成

27
年
度
か
ら
地
域
で

継
承
・
保
存
さ
れ
て
い
る

文
化
財
を
通
じ
て
、
日
本

の
文
化
や
伝
統
の
魅
力
を

伝
え
る
ス
ト
ー
リ
ー
を
日

本
遺
産
と
し
て
認
定
し
て

い
る
。

　
平
成
32
年
の
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
ま
で
に
、
１
０
０
件

程
度
認
定
す
る
予
定
だ
。

　
認
定
基
準
の
ひ
と
つ

に
、
ス
ト
ー
リ
ー
が
地
域

の
歴
史
的
特
徴
を
示
す
興

味
深
さ
・
斬
新
さ
な
ど
を

有
す
る
と
な
っ
て
い
る
。

　
本
町
の
『
元
祖
桃
太
郎

伝
説
』
や
郷
土
の
偉
人
・

岸
田
吟
香
が
広
め
た
、
た

ま
ご
か
け
ご
は
ん
を
含
む

『
黄
福
物
語
』
な
ど
の
地

域
の
遺
産
を
日
本
遺
産
に

認
定
し
、
地
域
の
活
性
化

お
よ
び
国
内
外
へ
Ｐ
Ｒ
で

き
な
い
か
。

答
鈴
鹿
生
涯
学
習
課
長

　

高
梁
市
が
中
心
と

な
り
、
本
町
を
含
む
５
市

町
が
連
携
し
『
幕
末
の
創

生
・
山
田
方
谷
の
改
革
』

で
申
請
し
た
が
、
認
定
さ

れ
な
か
っ
た
。
認
定
基
準

が
厳
し
く
、
他
市
町
と
の

連
携
・
協
議
が
必
要
で
あ

る
。答

柴
原
教
育
長

　

郷
土
の
遺
産
な
ど

を
、
学
校
の
総
合
的
な
学

習
の
中
で
も
取
り
上
げ
て

行
き
た
い
。

問　
子
育
て
支
援
、
定

住
促
進
施
策
は
進
み

つ
つ
あ
る
が
、
若
者
の
声

を
聴
き
な
が
ら
、
若
者
が

自
ら
行
動
し
、
活
躍
で
き

る
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要

で
は
な
い
か
。

　
愛
知
県
新
城
市
で
は
、

『
若
者
条
例
』お
よ
び『
若

者
議
会
条
例
』を
制
定
し
、

若
者
施
策
を
推
進
し
て
い

る
。

　
本
町
の
第
２
次
振
興
計

画
の
中
で
も
若
者
に
関
す

る
こ
と
は
数
カ
所
し
か
な

く
議
会
も
町
も
若
者
の
声

を
待
っ
て
い
る
状
態
で
あ

る
。
本
町
の
今
後
の
取
り

組
み
は
。

答
畑
尾
ま
ち
づ
く
り
課
長

　

残
念
な
が
ら
若
い

世
代
に
焦
点
を
当
て
て
、

意
見
を
聞
く
取
り
組
み
は

行
っ
て
い
な
い
。

　

少
子
化
対
策
ま
た
、
地

域
づ
く
り
を
進
め
て
い
く

上
で
も
、
若
者
の
意
見
を

聴
く
取
り
組
み
、
活
躍
で

き
る
施
策
は
必
要
で
あ
る
。

　

若
者
を
ど
の
よ
う
に
位

置
づ
け
ら
れ
る
か
、
ま
た

ど
の
よ
う
な
ア
プ
ロ
ー
チ

が
で
き
る
か
研
究
を
し
て

い
き
た
い
。

答
定
本
町
長

　

若
者
の
政
治
へ
の

関
心
も
高
ま
り
つ
つ
あ
る
。

　

総
合
戦
略
、
振
興
計
画

な
ど
の
見
直
し
の
中
で
、

若
者
に
焦
点
を
当
て
た
取

り
組
み
を
考
え
て
い
き
た

い
。

松島　啓 議員

議員に対し、寄付を出すように勧誘や要求することは禁止されています。

「元祖」は我が町

若者たちが住みよい町へ
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有権者が威迫あるいは議員を陥れる目的で寄付を求めると処罰されます。

岡田　壽 議員

地方交付税一本算定の
財政と予測は

農
業
の
根
本
対
策
は
考
え
て
い
る
の
か

組
合
や
法
人
の
設
立
で
農
地
を
守
る

現状よりも４億円の減少を見込む

問　
合
併
11
年
目
の
決

算
が
発
表
さ
れ
た
。

　
平
成
27
年
度
か
ら
地
方

交
付
税
（
国
か
ら
配
分
さ

れ
る
お
金
）
が
一
本
算
定

の
年
に
入
っ
た
が
減
少
結

果
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。

　
近
未
来
に
実
施
す
る
大

規
模
事
業
、
新
規
事
業
の

予
定
と
予
算
規
模
を
問
う
。

答
木
谷
総
務
課
長

　

平
成
27
年
度
か
ら

合
併
算
定
替
の
縮
減
が
始

ま
り
、
交
付
税
が
７
，
７

０
０
万
円
減
少
し
た
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
条
件
を
加

味
し
、
合
併
15
年
後
の
平

成
32
年
度
の
減
額
は
約
４

億
円
と
見
込
ん
で
い
る
。

　

５
年
先
を
見
た
と
き
に
、

現
状
の
過
疎
計
画
の
中
で

も
産
業
振
興
、
道
路
整
備
、

高
齢
者
福
祉
な
ど
、い
ろ
ん

な
計
画
が
立
て
ら
れ
て
お

り
、
中
で
も
生
活
環
境
整

備
の
関
係
で
の
支
出
が
増

大
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

答
定
本
町
長

　

合
併
15
年
後
の
交

付
税
減
額
を
10
億
円
と
予

想
し
て
い
た
が
４
億
円
に

な
る
見
込
み
だ
。
今
後
も

経
費
節
減
に
努
め
る
。

　

新
規
事
業
は
、
柵
原
中

学
校
や
官
民
一
体
の
複
合

施
設
の
建
設
を
考
え
て
い

る
が
、
予
算
規
模
は
未
定

だ
。

　

若
者
が
充
実
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
に
励
み
た
い
。

問　
耕
作
放
棄
地
、
不

耕
作
地
が
目
立
っ
て

き
た
。

　
農
家
人
口
、年
齢
構
成
、

後
継
者
を
把
握
し
農
業
の

根
本
対
策
が
必
要
で
は
な

い
か
。

　
ま
た
、
町
の
観
光
の
目

玉
で
あ
る
大
垪
和
西
棚
田

の
景
観
が
放
棄
地
で
損
な

わ
れ
て
い
る
。

　
対
策
を
問
う
。

答
矢
木
産
業
建
設
観
光

課
長

　

町
内
の
農
家
は
１
，
６

６
７
戸
。販
売
農
家
は
１
，

０
５
４
戸
。

　

後
継
者
の
い
な
い
農
家

は
５
４
５
戸
で
農
家
の
年

齢
構
成
は
表
の
と
お
り
。

　

地
域
の
担
い
手
と
な
る

中
心
経
営
農
家
は
２
０
６

人
（
45
歳
以
下
は
15
人
）

個
人
認
定
農
業
者
は
99
人

（
45
歳
以
下
は
８
人
）
そ

の
他
、
法
人
組
織
が
12
団

体
、
営
農
組
合
が
７
団
体

あ
る
。

　

農
機
具
助
成
は
法
人
や

組
合
が
優
先
さ
れ
る
た
め
、

地
域
毎
に
組
合
な
ど
立
ち

上
げ
て
農
地
を
守
っ
て
ほ

し
い
。

　

大
垪
和
西
棚
田
は
高
齢

化
と
中
山
間
直
接
支
払
い

制
度
加
入
者
の
減
少
で
、

不
耕
作
地
が
拡
大
し
た
。

　

棚
田
保
存
協
議
会
の
活

発
な
活
動
も
棚
田
全
体
の

再
生
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

　

高
齢
化
が
進
み
困
難
も

あ
り
、
ま
た
町
も
保
全
支

援
を
し
た
い
が
地
域
で
頑

張
っ
て
ほ
し
い
。

町政を問う
一般質問

質問

答弁

町政を問う
一般質問

質問

答弁

毎年1億円減

年齢別農家戸数

年　代 戸　数

２５才～３９才 １２戸

４０才代 ３９戸

５０才代 １５８戸

６０才代 ３７９戸

７０才代 ３０６戸

８０才以上 １６０戸

合　計 １,０５４戸

55

54

53

52

51

50

49

48

0

54

53

52

51

50

H27 H28 H29 H30 H31

（億円）

普通交付税の推移予測
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災害に備えて
トイレの対策が必要

今後の判断材料として考えたい

問　
災
害
は
い
つ
起
き

る
か
わ
か
ら
な
い
。

　
災
害
発
生
時
の
ト
イ
レ

に
対
す
る
対
策
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答
木
谷
総
務
課
長

　

非
常
食
や
水
に
加

え
て
移
送
が
便
利
な
段
ボ

ー
ル
製
で
ビ
ニ
ー
ル
袋
を
使

用
す
る
応
急
的
な
簡
易
ト

イ
レ
を
今
後
５
カ
年
で
継

続
的
に
順
次
準
備
を
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　
津
山
市
に
は
災
害

に
備
え
震
災
対
応
型

循
環
ト
イ
レ
を
設
置
し
て

い
る
避
難
所
が
あ
る
。

　
本
町
も
水
や
電
気
な
ど

の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
止
ま

っ
て
も
使
え
る
臭
い
の
な

い
ト
イ
レ
を
試
験
的
に
取

り
入
れ
て
み
て
は
ど
う
か
。

答
木
谷
総
務
課
長

　

過
去
に
運
動
公
園

に
も
設
置
を
し
て
い
た
が
、

最
近
で
は
機
能
的
に
か
な

り
優
秀
に
な
っ
て
い
る
。

　

大
規
模
な
避
難
所
に
は

効
果
を
発
揮
す
る
と
考
え

ら
れ
て
お
り
、予
算
や
機
能

を
比
較
し
今
後
の
取
り
組

み
の
判
断
材
料
と
し
て
考

え
て
い
き
た
い
。

答
定
本
町
長

　

新
設
す
る
ト
イ
レ
に

経
費
面
が
合
え
ば
設
置
す

る
と
い
う
気
持
ち
は
あ
る
。

　

津
山
市
の
ト
イ
レ
を
見

て
お
き
た
い
。

小林達夫 議員

震災対応型循環トイレの図説

町村議会議員が一堂に会す

地方創生時代の
地方議会・議員の役割とは

情報通信技術
ＱＲコードとアプリの活用

動く議会・変わる広報

　7月28日、岡山県内12町村の議会議員が参加
した研修会が開催されました。
　元三重県知事の北川正恭先生を講師に招き、
「地方創生と地方議会・議員の役割」と題した講
演の中で貴重な意見を伺いました。

　10月6日、町村議会が作成する議会だよりの研
修会が開催されました。
　これからの広報は、誌面に印刷したＱＲコード
やアプリを活用して、スマートフォンで読む時代
へと変化していきます。
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質問　ふるさと納税
　ふるさと納税を多くの人にしてもらえるような新たな方法は考
えられないか。

その後　
　平成27年度からは本町特産のピオーネと棚田米、平成28年度
からは26品目に充実させたことで納税額が大幅に増加した。

　〇平成27年度　　　　　  60件　   303万円
　〇平成28年度（9月末まで）843件　1,279万円

答弁　
　ふるさと納税制度については、いろいろな考え方があるがPRし
ていきたい。

質問　地域おこし協力隊の導入
　過疎・高齢者集落対策に、どう取り組むのか。また、地域おこし協力隊を受け入れる考えはないのか。

その後　
　平成28年度に地域おこし協力隊を3名募集した。

答弁　
　協力隊の導入については、検討していく。

質問　老朽危険家屋の解体撤去
　老朽危険家屋の解体撤去の促進策として、安全安心な町づく
りのためにも早期に実行ある対策を望む。

その後　
　美咲町老朽危険家屋除去支援事業補助金制度が新設され
た。（補助金の額は除去工事費の8割の半額、上限50万円）

答弁　
　美咲町空き家等の適正管理に関する条例をもう一度見直し
補助金制度も含めて検討したい。

一般質問  追跡調査その2
どうな

った？
？

　　　
 あの

質問

議員から町執行部への一般質問で町の何が変わったのか。
26年度の質問からの追跡調査を報告します。

「黄福物語」セット

除去前

除去後
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９
月
議
会
で
は
、
議
員

の
責
務
と
し
て
遵
守
す
べ

き
政
治
倫
理
に
つ
い
て
、

具
体
的
な
基
準
を
定
め
、

こ
れ
に
違
反
す
る
疑
い
が

あ
る
場
合
に
お
け
る
審
査

請
求
手
続
き
を
明
確
化
す

べ
き
と
の
判
断
に
よ
り
、

つ
ぎ
の
と
お
り
、
美
咲
町

議
会
基
本
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
と
と
も
に
、
新

た
に
「
美
咲
町
議
会
議
員

政
治
倫
理
規
程
」
を
制
定

し
た
。

　
今
後
も
、
町
民
か
ら
信

託
さ
れ
た
議
員
で
あ
る
こ

と
の
責
務
を
自
覚
し
議
員

活
動
に
精
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
な
お
、
公
布
日
は
平
成

28
年
９
月
23
日
で
す
。

　

美
咲
町
議
会
基
本
条
例

（
平
成
24
年
美
咲
町
条
例

第
25
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

《
附　

則
》

　

こ
の
条
例
は
、
公
布
の

日
か
ら
施
行
す
る
。

美
咲
町
議
会
議
員
政
治

倫
理
規
程

（
目
　
的
）

　

第
１
条　
こ
の
規
程
は
、

美
咲
町
議
会
基
本
条
例

（
平
成
24
年
美
咲
町
条

例
第
25
号
）
第
17
条
に

基
づ
き
、
美
咲
町
議
会

議
員
（
以
下
「
議
員
」

と
い
う
。）の
政
治
倫
理

に
関
し
、
必
要
な
事
項

を
定
め
る
こ
と
に
よ

り
、
公
正
で
開
か
れ
た

民
主
的
な
町
政
の
発
展

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
。

（
議
員
の
責
務
）

　

第
２
条　

議
員
は
、
町

民
の
信
託
を
受
け
た
町

民
の
代
表
で
あ
る
こ
と

を
認
識
し
、
そ
の
役
割

お
よ
び
責
務
を
自
覚
す

る
と
と
も
に
、
政
治
倫

理
規
程
を
遵
守
し
な
け

許
可
若
し
く
は
認
可
に

関
し
て
特
定
の
個
人
、

企
業
、
団
体
等
を
推
薦

し
、
又
は
紹
介
す
る
な

ど
有
利
な
取
り
計
ら
い

を
し
な
い
こ
と
。

⑶
町
又
は
町
が
資
本
金
、

基
本
金
そ
の
他
こ
れ
に

準
ず
る
も
の
を
出
資
し

て
い
る
法
人
も
し
く
は

町
の
施
設
の
指
定
管
理

者
が
行
う
許
可
又
は
請

負
そ
の
他
の
契
約
等
に

関
し
、
特
定
の
者
の
た

め
に
有
利
な
取
扱
い
又

は
不
利
な
取
扱
い
を
す

る
よ
う
働
き
掛
け
を
し

な
い
こ
と
。

⑷
地
位
を
利
用
し
て
嫌
が

ら
せ
を
し
、
強
制
し
、

又
は
圧
力
を
か
け
る

等
、
人
権
侵
害
の
お
そ

れ
の
あ
る
行
為
を
し
な

い
こ
と
。

⑸
町
職
員
（
臨
時
職
員
等

を
含
む
。
次
項
に
お
い

て
も
同
じ
。）の
公
正
な

職
務
の
執
行
を
妨
げ
、

そ
の
権
限
お
よ
び
地
位

に
よ
る
影
響
力
を
不
正

に
行
使
す
る
よ
う
働
き

掛
け
な
い
こ
と
。

○
第
17
条
を
次
の
よ
う
に

改
め
る
。

（
議
員
の
政
治
倫
理
）

　

第
17
条　

議
員
は
、
町

民
の
代
表
と
し
て
名
誉

と
品
位
を
損
な
う
行
為

を
慎
み
、
議
員
と
し
て

の
責
務
を
正
し
く
認
識

す
る
た
め
、
別
に
定
め

る
美
咲
町
議
会
議
員
政

治
倫
理
規
程
を
遵
守

し
、
そ
の
使
命
達
成
に

努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

○
第
19
条
第
２
項
を
第
３

項
と
し
、
第
１
項
の
次

に
次
の
１
項
を
加
え
る
。

２　

議
長
は
、
二
元
代
表

制
の
一
翼
を
担
う
議
会

を
代
表
し
、
中
立
か
つ

公
正
な
職
務
の
遂
行
に

努
め
る
と
と
も
に
、
議

会
の
品
位
を
保
持
し
、

民
主
的
か
つ
効
率
的
な

議
会
運
営
に
努
め
る
も

の
と
す
る
。

れ
ば
な
ら
な
い
。

２　

議
員
は
、
政
治
倫
理

に
違
反
す
る
事
実
が
あ

る
と
の
疑
惑
を
も
た
れ

た
と
き
は
、
自
ら
疑
惑

の
解
明
に
当
た
る
と
と

も
に
、
町
民
に
対
し
、

自
ら
進
ん
で
事
実
を
明

ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

（
政
治
倫
理
基
準
）

　

第
３
条　

議
員
は
、
町

民
全
体
の
代
表
者
と
し

て
そ
の
品
位
と
名
誉
を

重
ん
じ
、
次
に
掲
げ
る

政
治
倫
理
基
準
を
遵
守

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

⑴
町
民
全
体
の
奉
仕
者
と

し
て
、法
令
を
遵
守
し
、

議
会
及
び
議
員
の
品
位

及
び
名
誉
を
損
な
う
行

為
を
慎
み
、
不
正
の
疑

惑
を
も
た
れ
る
お
そ
れ

の
あ
る
金
品
の
授
受
そ

の
他
の
行
為
を
し
な
い

こ
と
。

⑵
町
（
町
が
関
係
す
る
団

体
を
含
む
。）が
行
う
公

共
工
事
の
請
負
契
約

（
下
請
け
工
事
を
含

む
。）業
務
委
託
契
約
及

び
物
品
納
入
契
約
又
は

⑹
町
職
員
の
採
用
、
昇
任

又
は
人
事
異
動
に
関
し

て
不
当
に
関
与
し
な
い

こ
と
。

⑺
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の

の
ほ
か
、
町
民
全
体
の

代
表
者
と
し
て
品
位
と

名
誉
を
損
な
う
よ
う
な

一
切
の
行
為
を
慎
む
と

と
も
に
、
議
員
活
動
に

関
し
て
不
正
の
疑
惑
を

持
た
れ
る
お
そ
れ
の
あ

る
行
為
を
し
な
い
こ
と
。

（
兼
職
兼
業
に
関
す
る
遵

守
事
項
）

　

第
４
条　

議
員
個
人
及

び
議
員
が
役
員
を
し
て

い
る
法
人
等
が
請
負
を

す
る
こ
と
等
の
禁
止
を

定
め
た
地
方
自
治
法

（
昭
和
22
年
法
律
第
67

号
）
第
92
条
の
２
の
規

定
の
趣
旨
を
尊
重
し
、

町
民
に
疑
惑
の
念
を
生

じ
さ
せ
る
よ
う
な
行
為

を
し
な
い
こ
と
。

２　

公
職
選
挙
法
（
昭
和

25
年
法
律
第
１
０
０

号
）
そ
の
他
選
挙
に
関

す
る
法
令
を
遵
守
し
、

買
収
又
は
寄
付
等
不
正

の
疑
惑
を
持
た
れ
る
よ

政
治
倫
理
規
定
を
制
定

美
咲
町
議
会
基
本
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

美
咲
町
議
会
議
員
政
治

倫
理
規
程
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う
な
行
為
を
し
な
い
こ

と
。

（
審
査
の
請
求
）

　

第
５
条　

町
民
又
は
議

員
は
、
議
員
が
第
３
条

の
政
治
倫
理
基
準
に
違

反
す
る
疑
い
が
あ
る
と

認
め
る
と
き
は
、
町
民

に
あ
っ
て
は
地
方
自
治

法
（
昭
和
22
年
法
律
第

67
号
）
第
18
条
に
規
定

す
る
選
挙
権
を
有
す
る

者
の
総
数
の
50
人
以
上

の
連
署
、
議
員
に
あ
っ

て
は
２
人
以
上
の
者
の

連
署
を
も
っ
て
定
め
る

審
査
請
求
書
（
別
記
様

式
第
１
号
）
に
よ
り
、

議
長
に
調
査
の
請
求
を

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２　

審
査
請
求
は
、
当
該

請
求
に
係
る
行
為
の
あ

っ
た
日
か
ら
起
算
し
て

１
年
以
内
に
行
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ

し
、
特
別
な
事
情
が
あ

る
と
認
め
ら
れ
る
と
き

は
、こ
の
限
り
で
な
い
。

（
委
員
会
の
設
置
）

　

第
６
条　

議
長
は
、
前

条
第
１
項
の
規
定
に
よ

る
請
求
が
あ
っ
た
と
き

７　

委
員
の
任
期
は
、
委

嘱
の
日
か
ら
議
長
に
対

し
当
該
事
案
の
審
査
結

果
の
報
告
を
終
了
し
た

と
き
ま
で
と
す
る
。
た

だ
し
、
議
員
で
あ
る
委

員
は
、
そ
の
職
を
失
っ

た
と
き
は
、
そ
の
任
期

を
終
了
し
た
も
の
と
す

る
。

（
委
員
会
の
審
査
）

　

第
７
条　

委
員
会
は
、

前
条
の
規
定
に
よ
り
議

長
か
ら
審
査
を
付
託
さ

れ
た
と
き
は
、
審
査
請

求
の
適
否
及
び
政
治
倫

理
基
準
の
偉
非
の
存
否

に
つ
い
て
調
査
を
行

い
、終
了
し
た
と
き
は
、

審
査
結
果
報
告
書
（
別

記
様
式
第
２
号
）
を
作

成
し
、
審
査
の
結
果
に

つ
い
て
議
長
に
報
告
す

る
も
の
と
す
る
。

２　

委
員
会
は
、
審
査
対

象
議
員
に
弁
明
の
機
会

を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

３　

委
員
会
は
、
審
査
を

行
う
に
当
り
、
審
査
請

求
者
、
審
査
対
象
議
員

及
び
関
係
者
に
対
し
、

に
出
席
し
、
書
面
又
は

口
頭
に
よ
り
弁
明
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
ま
た

第
１
項
の
規
定
に
よ
る

議
長
へ
の
報
告
ま
で
の

間
は
、委
員
会
に
対
し
、

弁
明
書
（
別
記
様
式
第

３
号
）
に
よ
り
弁
明
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

（
対
象
議
員
に
対
す
る
措

置
等
）

　

第
10
条　

議
長
は
、
委

員
会
か
ら
報
告
を
受
け

た
事
項
を
尊
重
し
、
政

治
倫
理
基
準
に
違
反
し

た
と
認
め
ら
れ
る
議
員

に
対
し
て
、
議
会
の
名

誉
及
び
品
位
を
守
り
、

町
民
の
信
頼
を
回
復
す

る
た
め
、
議
会
運
営
委

員
会
に
諮
り
次
の
各
号

に
掲
げ
る
措
置
を
講
ず

る
も
の
と
す
る
。

⑴
議
員
の
辞
職
勧
告

⑵
議
会
に
お
け
る
役
職
辞

任
の
勧
告

⑶
議
会
の
会
議
へ
の
出
席

自
粛
の
勧
告

⑷
こ
の
規
程
を
遵
守
さ
せ

る
た
め
の
警
告
、
及
び

誓
約
書
の
提
出
を
求
め

る

は
、
議
会
運
営
委
員
会

に
諮
り
、
美
咲
町
議
会

政
治
倫
理
委
員
会
（
以

下
「
委
員
会
」
と
い
う
。）

を
設
置
す
る
。

２　

委
員
会
は
、
議
員
と

有
識
者
の
７
人
を
も
っ

て
構
成
し
、
う
ち
有
識

者
は
３
人
以
内
と
す
る
。

３　

委
員
は
、
議
長
が
議

会
運
営
委
員
会
に
諮
っ

て
指
名
す
る
。た
だ
し
、

審
査
の
対
象
と
な
る
議

員
（
以
下
「
審
査
対
象

議
員
」
と
い
う
。）
及
び

審
査
請
求
書
を
提
出
し

た
議
員
並
び
に
審
査
請

求
者
は
、
委
員
と
な
る

こ
と
が
で
き
な
い
。

４　

委
員
会
に
委
員
長
及

び
副
委
員
長
１
人
を
置

き
、
委
員
の
互
選
に
よ

り
こ
れ
を
定
め
る
。

５　

委
員
会
は
、
委
員
の

３
分
の
２
以
上
の
出
席

が
な
け
れ
ば
会
議
を
開

く
こ
と
が
で
き
な
い
。

６　

会
議
の
議
事
は
、
出

席
し
た
委
員
の
過
半
数

で
決
し
、
可
否
同
数
の

と
き
は
、
委
員
長
の
決

す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

聴
取
り
等
の
必
要
な
調

査
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
。

４　

委
員
会
の
会
議
は
、

公
開
を
原
則
と
す
る
。

た
だ
し
、
出
席
委
員
の

２
分
の
１
以
上
の
合
意

に
よ
り
非
公
開
と
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

５　

委
員
及
び
議
員
は
、

第
７
条
第
１
項
に
規
定

す
る
審
査
に
関
し
て
知

り
得
た
秘
密
を
議
員
以

外
に
漏
ら
し
て
は
な
ら

な
い
。
そ
の
職
を
退
い

た
後
も
、
ま
た
、
同
様

と
す
る
。

（
議
員
の
協
力
義
務
）

　

第
８
条　

議
長
は
、
委

員
会
の
要
求
が
あ
る
と

き
は
、
審
査
に
必
要
な

資
料
を
提
出
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

２　

議
員
は
、
委
員
会
の

要
求
が
あ
る
と
き
は
、

審
査
に
必
要
な
資
料
を

提
出
し
、
又
は
委
員
会

に
出
席
し
て
意
見
を
述

べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
弁
明
の
機
会
の
付
与
）

　

第
９
条　

審
査
対
象
議

員
は
、
委
員
会
の
会
議

⑸
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の

の
ほ
か
、
議
長
が
必
要

と
認
め
る
措
置

２　

議
長
は
、
第
７
条
第

１
項
の
報
告
及
び
前
項

の
規
定
に
よ
り
行
っ
た

措
置
等
の
内
容
を
、
第

５
条
の
規
定
に
よ
り
審

査
請
求
を
し
た
者
に
審

査
結
果
通
知
書
（
別
記

様
式
第
４
号
）
を
交
付

す
る
と
と
も
に
、
公
表

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
議
長
職
務
の
代
行
）

　

第
11
条　

議
長
が
審
査

対
象
議
員
に
な
っ
た
と

き
は
副
議
長
が
、
議
長

及
び
副
議
長
と
と
も
に

対
象
議
員
に
な
っ
た
と

き
は
年
長
の
議
員
が
、

議
長
の
職
務
を
行
う
も

の
と
す
る
。

（
委
　
任
）

　

第
12
条　

こ
の
規
程
に

定
め
る
も
の
の
ほ
か
、

必
要
な
事
項
は
、
議
長

が
別
に
定
め
る
。

《
附　

則
》

　

こ
の
規
程
は
、
公
布
の

日
か
ら
施
行
す
る
。
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美
咲
町
で
は
、

地
域
福
祉
の
充

実
を
目
指
し
た

社
会
福
祉
大
会
が
毎
年
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
の
大
会
で
は
、
女

優
菊
池
桃
子
氏
を
講
師
に

招
き「
ソ
ー
シ
ャ
ル
イ
ン
ク
ル

ー
ジ
ョ
ン
」（
仲
間
は
ず
れ

を
作
ら
な
い
社
会
）
の
講

演
が
行
わ
れ
、
ご
自
身
の

体
験
に
基
づ
い
た
お
話
を
多

く
の
人
が
真
剣
に
聞
き
入
っ

て
い
た
光
景
が
強
く
印
象

に
残
って
い
ま
す
。

　
政
治
の
大
き
な
役
割
の一

つ
で
あ
る
、
弱
者
救
済
に

対
す
る
考
え
方
と
し
て
の

ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
、

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
と
い
っ
た
言

葉
の
意
味
を
改
め
て
考
え

直
す
良
い
機
会
と
な
り
ま

し
た
。
今
後
も
福
祉
施
策

の
向
上
に
努
力
し
て
い
き

ま
す
。

　
（
松
田
記
）
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町民の皆さんこんにちは
サークル紹介
第26回

 明る
く、楽し

く、元気よく

　昭和60年ぐらいから現在に至っています。
●いつ頃から活動していますか●

　同志みんなが、明るく、楽しく、元気
よく、交流できていることです。

●楽しいことは何ですか●

　打穴北地区の部内、美咲町内、久米郡、
岡山県などが行う各種大会に参加、出場
しています。親睦、ふれあい、体力増強、
認知症予防などに関する活動です。

●どんな活動をしていますか●

　命の続く限り続ける努力と活力を持ち、
子孫にもそれを伝えていきたいです。

●これからの活動は●

　当ゲートボール部は現在は6名ですが、
部員増強運動中です。人口減少のため増
強は、困難となっています。

●メンバー構成は● 　各地区毎の親睦が薄れつつあるので、
ふれあいの機会が増えるよう努力をお願
いします。

●議会に一言お願いします●

　部員相互のふれあいを深め、老人活動を
発展させるためです。

●活動を始めたきっかけは●
みんなで楽しく山間に

笑い声をこだまさせて下さい。

打
穴
北
老
人
会

　
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
部


